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新たな総合基本計画の策定に市民協働で取り組んでいます！ 

～市民ワーキング会議の検討結果について～ 

■ なぜ新たな総合基本計画の策定に取り組むの？ 

○ 総合基本計画は、羽曳野市のすべての計画の基本となるもので、まちの将来像とその実現に向けた具体的な施

策を総合的・体系的にとりまとめるものです。「基本構想」と「基本計画」に区分されます。 

〇 「基本構想」は10 年後の市の将来像を明らかにし、その実現に向けたまちづくりの目標などを示すものです。 

〇 「基本計画」は基本構想を具体化するため、前期と後期の 5 年間毎に施策の展開方向を示すものです。 

○ 現在の第５次総合基本計画の計画期間が、平成 27 年度で満了するため、平成28 年度～平成 37 年度の10

年間の新たなまちづくりについて検討を進めています。 

■ どのような体制で策定するの？ 

○ 総合基本計画は、市民と市役所が連携して検討を進め、協働の体制で計画の策定を行います。基本構想部分に

ついては、総合基本計画審議会から審議の内容を市長へ答申します。 

 

 

 

 

 

■ 策定のスケジュールは？ 

○ 平成26・27 年度の 2 ヶ年で検討を行い、平成 27 年度末に策定する予定です。 

■ 市民ワーキング会議でなにをしたの？ 

○ 市民等の直接的参加により、まちのめざす姿やまちづくりの方向性、協働に向けた具体的な意見・提案等を把

握するために、ワークショップ形式で会議を行いました。参加者は、応募による市民 19 名、学生（阪南大、

四天王寺大、大阪府立大）17 名の合計 36 名でした。 

○ 会議は４回開催しました。各回のテーマ等は以下のとおりです。 

日程 テーマと検討内容 成果 

第１回 

11 月 22 日 

（土） 

『羽曳野の魅力再発見』 
○総合基本計画の説明、アンケート調査結果等の配布 

○まち歩きツアー 

○班別ワークショップ（まち歩きで感じたことを、漢字１文字で表し、

その理由を含めて記載。） 

・まち歩きを通じで感じた羽曳野の魅力・まちのイメージ

の共有 

第２回 

12 月 20 日 

（土） 

『羽曳野の伸ばしたいところ・直したいところ』 
○前回の振り返り 

○班別ワークショップ（「羽曳野未来新聞（success map」を作る） 

・市民の関心が高いトピックに関する課題のリストアップ 

第３回 

1 月 17 日 

（土） 

『10 年後の羽曳野のためにできること①』 
○前回の振り返り 

○班別ワークショップ（10 年後の羽曳野市のために、どのようなことが

必要で、自分たちで何ができるかについて考える） 

・羽曳野市の将来像と一人一人の１０年後の暮らし方を捉

える 

第４回 

2 月 21 日 

（土） 

『10 年後の羽曳野のためにできること②』 
・班別ワークショップ（１０年後に向けて、どのように取り組むかを語

り合う） 

・第１～３回の市民ワーキング会議の検討結果を踏まえ、

羽曳野の将来像の実現に向けたローカルアジェンダ（行

動計画） 



 第 １回市民ワーキング会議   

羽曳野の魅力再発見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第 2 回市民ワーキング会議   

羽曳野の伸ばしたいところ・直したいところ 

まち歩きで羽曳野

を見て感じる 

誉田地区、翠鳥園地区、LIC はび
きの、駒ヶ谷の 4つのコースに分
かれ、各コースで見て感じたこと
を漢字一文字とその理由を表現し
ました。 

翠鳥園地区コース 

ワールドカフェで 

今の羽曳野を話し合う 

LIC はびきのコース 駒ヶ谷コース 

誉田地区コース 

「ワールドカフェ」とは、参
加者が自分の班で自由に対話
を行い、他の班でも話し合い
に参加しながら、議論を発展
させていく方法です。 

 

古 古い街並みが綺麗だった。 

紅 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

歴 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 



 第 3・ 4 回市民ワーキング会議   

 

10 年後の羽曳野のためにできること 

 

 
1 人でできること 

5～20 人で 

できること 
100 人でできること 

①コミュニティ・協働 

 

 

  

②子育て・教育 

 

 

  

③保健・医療・福祉 

 

 

  

④産業 

 

 

  

⑤住まい・環境 

 

 

  

 

 

1 人でできること、 
みんなでできること

を考える 
10 年後の考える 

①～⑤のテーマについて議論し、13の取り組みが提案されました。 

以下の図は、このうち 4つの取り組みを示したものです。 

テーマ 

誰と 


